2-5 京大の地震予知研究 (2. 戦後の京大地球物理学研究) by 住友, 則彦
Title2-5 京大の地震予知研究 (2. 戦後の京大地球物理学研究)
Author(s)住友, 則彦





































































































































































比較検討（CA 研究会）に負うところが多かったことである。特に山崎断層での比抵抗観測は CA グルー
プによる綿密な予備調査（共同研究）に基づいていた。 
今ひとつ、書き残しておきたいことは、もともと京大の地球内部電磁気学は阿蘇火山観測所から始まり、
旧教養部（太田教授による）に移り、その後防災研の地震予知計画のサポートもあって筆者が担当し、今
日防災研に一部門相当の陣容を持つに至っていることである。また阿蘇火山研にも火山噴火予知計画に基
づいた電磁気的な観測研究が継続していることを付け加えておきたい。まさに京大地震予知計画がなけれ
ば、地球内部電磁気学は京大から消滅していた可能性が高い。 
４ 終わりに 
はじめ筆者に課せられた課題は「京大地震予知研究の功罪」であったが、とても第三者的な立場にはな
りきれないので、無理を言って「京大の地震予知研究」に変えていただいた。これを執筆するに当たって、
初めはネガティブな面しか思い浮かばなかった。あまりにも惨めである。色々考えあぐねたすえ、次の考
えを無理矢理に引き出した。予知計画を単に物理のないものと決めつけ、無意味な計画だったと決めつけ
られるか。京大は愚直なまでにひたすら前兆を追い求めたに過ぎないと切り捨てられるか。極めて情緒的
な表現になるが、京大の研究者には血が通っていた。予知の手がかりを何とかして掴みたいとする気持ち
で、永年にわたる観測は続けられていた。しかし、論文にはならなかった。観測重視の伝統は 30 年以上
にわたって守られてきた。今日この伝統は破られる恐れがでているが、京大本来の「観測重視」の精神に
立ち返って、伝統を守りつつ常に新しい発見を目指して欲しい。 
京大地震予知計画への40年以上（今日も計画は続いているとする立場で）にわたる参画に置いて「功」
といえるものは未だ明らかではない。地震学の研究や教育の面で「罪」といえるものは少なくないと上に
述べた。しかし、現実の歴史の中に身を置いたとき、流れに翻弄され、より本質を見失うことは他にも例
は幾らでもある。時に流れから離れて、流れを客観視する事も重要であろう。筆者はあえて「功」といえ
るものの中に、防災研地震予知研究センターの組織が設立され、地震予知関連のポストが教授 6、助教授
8、助手14などが設けられたことをあげたい。現在は人員の整理統合がなされ発足当初とは多少構成員数
は変わっているが、一つの分野にこれだけの人員を配している研究機関は珍しい。京大地震予知研究の大
いなる財産である。地震予知実現への道は遠いが、これらのポストを大いに活用してセンター発足時の初
心に立ち返って新天地を開いて欲しい。 
 これまでに京大地震観測網が明らかにしてきた代表的な成果として、丹波帯の異例な微小地震活動、山
崎、跡津川断層など活断層に関連した微小地震活動の詳細な研究がある。東北地方、東海地方のプレート
境界地震発生機構の研究に押され気味であるが、内陸地震の発生機構の研究は地震予知研究に関する重要
なテーマである。微小地震の発生機構は単に地殻応力場の問題に限らず、地殻流体にも関連することが次
第に明らかにされつつある。このことは地殻の電気伝導度構造との関連も深いことが予想される。京大地
震予知研究は内陸地震、特に微小地震の徹底研究に的を絞った方向を選択して欲しい。 
